
文科省：IT 理系分野『実証授業』実施報告書 

 

■実証授業の目的 

本実証授業では、DX の実践で重要な変革案の創出方法を、顧客体験価値の実現という観点から

学ぶのが目的です。顧客体験価値を実現している多くの事例が、困りごとを解決し、あるべき姿を創出し

ていることを学ぶことで、身の回りにある変革案に気づけるようになり、みずから変革案を創出するための素

養が身につくことが期待できます。 

受講生が将来どこの国のどのような専門性の職業に進んだとしても、顧客体験価値を実現するあるべ

き姿を創出し、周囲の人々を巻き込んで小さな改善を積み重ねていくこと、さらには変革案を推進するこ

とは重要な能力です。 

実際ＤＸ実践するために誰もが身につけるべきスキルとして、経産省が定めたＤＸリテラシー標準の中

のマインド・スタンスにおいて、「顧客・ユーザーへの共感」や「(顧客・ユーザーの課題に対応するための)常

識にとらわれない発想」として記述されています。 

【参考】デジタルスキル標準 ver1.2 2024 年 7 月 

< https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/dss/ps6vr700000083ki-att/000106872.pdf> 

 

■実証授業の参加者 

2026 年 1 月 19 日(木) PM2 時～4 時 20 分に実施 

参加者人数は 66 名 

（内訳） 

留学生：58 名 （課題提出対象は 27 名） ＃教室に集合して受講 

社会人：8 名（教職員含む） ＃リモード参加など 

 

  

https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/dss/ps6vr700000083ki-att/000106872.pdf


■実証授業の概要 

２時間の講座受講で顧客体験価値と変革案抽出の考え方を学び、講座受講後の宿題提出と提

出内容に対するフィードバックを個別にすることで理解を深める構成になっています。 

・講座の構成 

講座については、以下の章立てで進め、最後の８章で宿題を説明しました。 

第 1 章：はじめに 

第 2 章：ユーザー体験価値（UX） 

第 3 章：価値とは 

第 4 章：[1].今の「困りごと」を見つける力 

第 5 章：[2].「こうなったら良いな」を考える力 

第 6 章：[3].『 理想とするあるべき姿（To Be）』の良さを納得させる力 

  いろんな事例を通して理解しよう 

第 7 章：本講座を学んだみなさんに期待すること 

第 8 章：まとめ と 宿題の説明 

 

・本講座の特徴 

以下、７つの工夫をおこなって学びの動機づけ、理解の促進、将来への動機づけを実施しました。 

 

① 冒頭で、本講座の狙いと目標、学び方を以下のように説明し、学びの動機づけをしたこと 

 



 

 

 

 

  



② 理解すべき３つの力は、それぞれに対応した”As Is” ”To Be と価値” “As Is/To Be 比較”書式

として理解しやすくしたこと 

 

 

③ 数多くの身近な事例を②の書式に当てはめて繰り返し説明し、書式を通して理解を促進したこと。

（以下はその一部） 

 

 

  



④ 受講者の身近な事例を、講座で学んだ書式で記述する宿題で理解の確認をできるようにしたこと 

 

 

⑤ 宿題に対して講師からコメントをフェードバックすることで理解を深めるようにしたこと 

＊以下の例では”As Is” “To Be”の記述の修正例を赤字で示し、課題に対するコメントを一番下

に「添削コメント」として記述している。 （詳細は別章にて報告する） 

 

 

  



⑥ 最初に示した将来像に向けてのロードマップと現在位置を示し、今後の動機づけにしたこと 

 

 

⑦ 当協会の開発した DX リテラシーを判定する質問 25 問の一部 7 問を抜粋し、受講後の受講生レ

ベルを確認した。結果を社会人の平均レベルと比較して個別にフィードバックすることで、現在レベル

の確認と将来に向けたスキル習得の方向性などを意識できるようにした。 

採点結果などは、別章にて報告する。 

 

 

 



■実証授業受講者への配慮 

・事例と説明の流れの確認 

受講者の主属性が留学生と決まったことにより、説明が理解できるか、説明で用いる事例が理解でき

るか、などの懸念が明らかになった。このため、事前に 30 ほどの事例案と説明を学校側と共有し、受講生

に理解できるかを確認した。 

この結果得られた、受講生に理解しやすい事例を授業では採用した。 

また、当初の説明案では、文字が多いとのことだったので、一貫して用いているテンプレートの構造を簡

略化や、説明に用いるユースケースを簡略化するなどして、わかりやすく文字の少ないテキストへと修正し

ていった。 

さらに、事例理解の役立つ商品紹介などのビデオ映像を併用して、テキストの文字を追わなくとも理解

できるような工夫を実施した。 

 

・N3 レベルの日本語を使用 

学校側から、N3 レベルの日本語を用いることの指示や、普段の講義レベルのスライド見本などが参考

として提示されたため、テキスト修正に反映させた。 

当日の説明においても、N3 レベルの日本語を用いることや、話し方の速度などで意識した。 

 

■授業の進め方 

・Zoom を用いたハイブリット形式（録画実施） 

講師はリモートで参加、受講対象学年の留学生 27 名と、聴講対象学年の留学生 31 名は、それぞ

れ教室に集まっての受講。その他、教職員等の社会人受講生 8 名はリモートで参加した。  

参考に、講師側の画面と受講生の受講中教室風景を以下に紹介する。 

 



 

＊受講中の教室の様子（前から左半分） 

 

＊受講中の教室の様子（後ろから右側） 

 

  



・随時双方向形式で実施 

教室内に同席してくださった教職員の方（田中先生）がファシリテーターとして積極的に関与し、双方

向の講義になる工夫をしてくださいました。 

例えば、受講生の理解を促進するための質問を講師に投げる、紹介した事例について受講生は知っ

ているかを問いかけて挙手させる、などの関与です。 

受講生の理解状況がわかるので、講師側としても非常に助かりました、ありがとうございます。 

 

＊同席している教職員の方の様子 

 

  



■学生の反応・成果 

・講義中の印象的な反応 

受講した留学生は米文化圏の方が大勢だったため、事例として選んだ炊飯器を使った炊飯に至る行

動の流れはわかりやすく好評だった。他方、売れ筋の炊飯器の価格に２万円から８万５千円までの幅

があること、一番の売れ筋が６万円代で、お米の美味しさが高くても売れる理由であることについては理

解できないとの反応でした。 

美味しいお米を尊ぶ日本人の価値観や、高いお金を払える日本の経済力が自分たちの国とは異なる

ことや、その理由などに話題が拡がったのは有意義だったと考えています。 

 

2024 年の日本のヒット商品の紹介として電池や電源の要らない蚊取り商品を紹介したところ、最初

は反応がなかったが、ファシリテーターから”Mosquito repellent”は、君たちも使っているでしょ？と問い

かけたのをきっかけに、なるほどと反応があった時は、商品のパッケージ写真だけでは説明不足だったなと反

省しました。特に課題事例として、この蚊取り商品を選んだ受講生が 2 名いたことから、実は関心の深い

カテゴリーだったと改めて認識しました。 

 



・受講生の感想文からわかる反応と成果 

[講義の目標達成を示す感想が得られた] 

課題対象受講者 27 名のうち、19 名から感想文を提出してくれた。このうち、11 名が講義の目標と

して掲げた 3 つの力が役立つことを学べたという内容だったのは大きな成果といえます。講義構成の工夫

で示した①～④が効果的だったとも考えられます。 

特にその中でも、i)今回学んだことを将来に活用したいと述べている 3 名や、ⅱ)講義で大切だと教え

た顧客視点の大事さを述べた 3 名が含まれていることを特筆したい。 

なお、3 つの力とは以下で、11 名からの感想文を以下に列挙します。 

(1)今の 『困りごと』 を見つける力⇒[As Is の記述] 

(2)『こうなったら良いな』 を考える力⇒[To Be の記述] 

(3)『 理想とするあるべき姿（To Be）』 の良さを納得させる力⇒[As Is /To Be の比較] 

 

日々の困りごとから、新たな商品やサービスを作り出すという発想や具体例が非常に興味深く、また素晴らしいと思

いました。この度頂いた課題では、自分自身の困りごとを分析し、解決へと思索してみました。そうした結果、その

困りごと一つ一つについて解決可能なサービスを作り出すことも十分可能であると考えられるようになりました。今

後、機会を探り、自分自身もそのサービス構築に携わりたいという夢が出来ました。非常に面白く、発想や視野

が広がる講義を、ありがとうございました。

UXの考え方を使うことで、課題を整理し、行動に移しやすくなると感じました。今後の学習や仕事でも活かしてい

きたいです。

DXとは単なるIT化ではなく「自分の価値をどう届けるか」という考え方だと学びました。留学生として、時間制限が

ある中でデジタルを活用し、自分のスキルを収入に変える視点を持てたことは大きな収穫です。今後は効率的に

価値を生み出す工夫を実践したいです。

身近な行動をAs Is / To Beで整理することで、

日常にある小さな不便が課題であることに気づいた。

利用する人の気持ちを考えることが、良い解決につながると学んだ

普段あたりまえだと思っていた「蚊対策」でも、行動・気持ち・困りごとに分けて考えることで、

本当の不便さや不安に気づくことができた。

小さなストレスを減らすことが、快適さや安心につながると学んだ。

今回の講義を通して、

「行動・気持ち・困り度」を整理して考えることの大切さを学びました。

相手の立場に立って考えることで、よりよい支援や課題解決につながると感じました。

現状と理想を分けて考えることで、課題が感情と行動の両面にあると気づけた。

洗濯の「困りごと」を細かく分解して整理すると、どこを改善すれば快適になるかが明確になった。

待つ時間や操作の迷いも、工夫次第で大きく減らせることを実感した。

日常の「ゴミ捨て」という小さな行動を深掘りすることで、ユーザーが抱える「孤独感」や「社会に受け入れられたい」

という深いニーズが見えてきました。

機能的な解決だけでなく、ユーザーの「不安な気持ち」を取り除くデザインが重要だと学びました。

1

As Is と To Be を分けて考えることで、

問題の本質と価値の違いが分かりやすくなった。

普段何気なく使っているサービスでも、行動や気持ちが変わっていることに気づいた。

洗濯機を使う中でも、困りごとがあると分かりました。

利用者の立場で考えることが大切だと思いました。



[多くの事例で説明する学び方が認められた] 

構成の工夫①③で示したように多くの事例を用いて説明したこと、しかも事前に今回の受講生に理解

しやすい事例を調整したこともあり、身近な困りごとに着目する大切さや、面白く分かりやすい講義であっ

たとの感想以下のように 5 名から得られています。 

 

 

[課題を検討する中で学びが深まった] 

構成の工夫④で示した、講義で説明した行動変革事例を自分で探して記述する課題①を実施する

中で、理解が深まったという感想も 3 名から得られています。 

課題に選んだ事例に言及してる以下の感想を、課題の成果として示します。 

 

 

＊以上で 19 名から得られた感想の全部となります。 

 

 

  

身近な問題からアイデアを考えることが大切だと分かりました。

洗濯機を使う中でも、困りごとがあると分かりました。

利用者の立場で考えることが大切だと思いました。

身近なサービスを例にしていて、とても分かりやすい講義でした。

この講義は分かりやすくて面白かったです

とてもおもしろかった。自動でご飯作る炊飯器がすきです。

社会人の学習では、努力よりも続けやすい仕組みが重要だと感じました。Duolingoは、その良い例だと思いまし

た。
1

社会人の学習では、努力よりも続けやすい仕組みが重要だと感じました。Duolingoは、その良い例だと思いまし

た。
1

言葉の壁をこえるユニバーサルデザインが、留学生の安心につながることを学びました。

レジの流れ（ワークフロー）を考えることの大切さに気づいた



■課題①の提出状況 

21 名から提出がありました。 

・新規提案が多く、素晴らしい提案があった 

先ず、特筆したいのは 10 名が、あるべき姿の対象として、みずから考えた新規提案を選んだことです。

日頃感じている困りごとの解決に、講義で学んだ手法を適用しようという意欲を感じました。 

今後、実務への適用に発展することに期待したいです。 

特に、介護者の通院付き添いという困りごとを対象に To Be の提案を提出した方の記述は非常に練

られていて、そのままで関係者との議論を開始できる、素晴らしい内容でした。（下図） 

 

 

・行動に分割する方法の理解が不十分 

理解不足と感じた点は２つあり、一つが、困りごとを見つける[As Is の記述]において、行動に分割

する方法の理解が不十分な点です。分割はできているが、少しおおざっぱな人が 4 名、行動の分割が

できない人が 9 名でした。提出したテーマを例に分割記述の見本例を添削時に追記して各受講生に

返却したので、理解が深まることに期待しています。 

できるなら、講義するだけでなく、作業中にフィードバックができるワークの時間を設けることができると、

より理解を深めることができるはずです。この点は今後の示唆にも記載しておきました。 

 

 

↑分割がおおざっぱな例 



 

  ↑行動が分割できていない例 

 

・価値の記述の理解が不十分（書き忘れている？） 

価値の記述をしているが要修正の方が 4 名、そもそも記述してない（書き忘れた）方が 4 名でした。 

どちらも添削時に、例えばの例を追記して理解の助けとなることを期待しています。 

この場合も、ワーク時間を設けたなら理解が進むケースと言えます。 

 

  ↑価値の記述が要修正の例 

 

  ↑価値が記載できていない例 



■課題②DX リテラシーの把握 

15 名から提出がありました。 

課題①と比べて提出数が減ったのは、不慣れな実務的な質問に対して日本語で回答するのが容易

でなかったためのようです。 

各質問の回答から、DX 人材力がどのレベルであるかを以下の 10 段階で採点する仕組みです。 

実務の現場でリーダーとして活動している方が 6 点程度で、7 点を超える人は滅多に居ません。 

今回は学生なので、2 点程度の得点で、今後は 4 点を目指してくださいと講評するつもりだった。 

DX 

人材力 

1 – 2 

概念を知る 

3 – 4 

知識を理解し、 

人に説明できる 

5 – 6 

知識を実務で適

用できる応用力 

7 – 8 

人を指導する 

体制構築力 

9 – 10 

組織戦略 

策定力 

 

しかしながら対象とした 7問の記述レベルは高く、その得点は比較対象の社会人一般と遜色ない結果

だったことには驚かされました。 

 

7 問のうち４つ（Q1,2,3,5）は、講座と関係の深い内容を選んだため、全体的に得点のばらつきも

小さく研修の効果があったことが要因の一つと考えている。 

残りの２つ(Q6,7)はリーダーシップに関する内容である。講座では触れていないため、得点のばらつきは

大きかった。2 名ほど 4 点に達する回答ができていたのは。過去にアルバイトや社会人経験があったのでは

ないかと想像しています。 

今回の結果から、受講生たちのポテンシャルは非常に高く、今後社会に出ての活躍が期待できます。 

 

 回答のあった受講生には、DX リテラシー把握の考え方の概要説明と、７問において４点を取るための

解説と、個別の採点結果と今後４点を獲得できるようにするための個別コメントを付けて返却しています。 



■今回の実証授業の課題と今後への示唆 

課題①の報告で指摘したように、3 つの力の第一歩[1].今の「困りごと」を見つける力の理解が不足し

ていて、課題①提出において行動を具体的に分割記述できない人が 13 名居ました。 

また、行動の記述はできても価値の記述が不十分あるいは未記述の方がも 8 名でした。 

講義を聞いてわかったつもりになっても、いざ自分で作業するとうまくできないというのは学習過程の中で普

通に見られることと思います。 

As Is / To Be /価値などを記述する作業をその場で記述し、指導するワークショップ時間を設定する

ことで、より深く理解できるようになるのではないでしょうか。 

今回の講義内容に関心を持ち、今後に活かしたいという意欲がうかがえるだけに、もう少し理解を深め

ておきたいと感じています。 

ワークショップ時間の追加を今後の実証授業への提案とさせてください。 

 

■納品物のリスト 

1. 講座のテキスト 

2. 課題①提出物に添削した各自返却用文章 

3. 課題②の質問回答に各自の採点結果とコメントをつけた返却用文書 

4. 課題②背景である、DX リテラシーの概要と、質問に回答するヒントを記述した配布用文章 

5. 実施報告書（本文書） 

＃３，４は個人ごとに合冊しています 

 

以上 

 


